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研究成果の概要（和文）：都市の屋外空間における冒険遊び場等の外遊びの場所づくり活動について、文献等調
査によって網羅的把握を行うとともに、活動場所および活動主体のタイプの異なる冒険遊び場の事例、小学校施
設を活用した子どもの居場所づくりの事例、冒険遊び場で実施された小屋づくりワークショップの事例、等の具
体的事例について事例調査、実態把握を行った。これら調査を通じて、冒険遊び場のような外遊びの場を地域社
会のコミュニティの場として形成する際の課題、またそのような場所づくりを行う際に、そして存続させる際に
必要となる計画学的知見について考察した。

研究成果の概要（英文）：The situation of place-making activities for outdoor children's play such as
 adventure playground was grasped comprehensively through the literature survey. And, field surveys 
and actual situation grasp were conducted for case examples of different adventure playgrounds with 
different types of sites and actors, case examples of place-making activities for children's play in
 elementary school facilities, and case examples of hut making workshops conducted in adventure 
playground. Through these case studies and investigations, tasks for making place of adventure 
playground as a regional community place, and knowledge necessary for planning and continuing such 
place were considered.

研究分野：環境デザイン・建築計画/設計
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 環境破壊や子ども育成環境の悪化に関し
て、古くから警鐘が鳴らされてきた。木下の
三世代遊び場マップは外遊び環境の変遷を
捉えたものとして知られている。外遊び環境
づくりの実践については、1970 年代の大村
による「冒険遊び場」の日本への紹介、経堂、
羽根木のプレーパークづくりが先駆的例と
して知られる。以降、このような外遊び環境
づくりの取り組みは「冒険遊び場、プレーパ
ーク」として、近年広がりを見せている（冒
険遊び場づくり協会によると 311団体（研究
開始当初時点））。子どもの外遊びや学びを支
える都市や地域の屋外空間の在り方は重要
であるが、そのような環境についての空間設
計論、都市・地域の計画論としての位置づけ、
有効な成果は得られていない。またこれら活
動は、住民や有志の自主活動からのものが多
く見られるが、その実態についても十分には
把握されていない。研究代表者は実際にこの
実践的活動に関わるなかで、遊び場づくりは、
子どもの遊びを主にしながらも、高齢者まで
様々な年代が遊び関わり形成しうる地域コ
ミュニティとして位置づけることができる、
また子どもの観点を据えて都市、地域の空間
を考えることが今後の都市・地域計画におい
て必要であると考えるようになった。 
 
２．研究の目的 
 子どもの外遊び環境を作り出していく冒
険遊び場づくりの活動のなかに、都市、地域、
屋外公共空間の計画論に反映できる視点を
見いだすと同時に、冒険遊び場のような外遊
びの場を、新たな地域社会のコミュニティの
場、施設として形成していくことの可能性を
検証するものである。具体的には、国内の冒
険遊び場づくりの活動等を調査対象とし、そ
の実態を把握すること、また調査、実態把握
を通じて、そのような場を老若男女ふくめた
コミュニティの場として形成する際の課題
や、そのような場所づくりを行う（計画、設
計する）、そして存続させる際に必要となる
計画学的知見（施設、空間としての設計・計
画学、および地域・都市の計画学について）
を得ることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 国内の冒険遊び場づくりの活動等を対象
として、研究期間を通じて以下の調査、実態
把握を行い、これらを通じて、冒険遊び場の
ような外遊びの場を地域社会のコミュニテ
ィの場として形成する際の課題、またそのよ
うな場所づくりを行う際に、そして存続させ
る際に、必要となる計画学的知見について考
察する。 
(1)冒険遊び場およびこれに類する活動や取
り組み、特に都市の屋外空間における外遊び
場および外学びの場について、既往研究の整
理、文献等情報の調査、現地調査等を行い実
施活動事例の網羅的把握を試みた。 

(2)活動場所・活動主体のタイプの異なる冒
険遊び場の事例、小学校施設を活用した子ど
もの居場所づくりの事例、公共空間での子ど
もの遊び発生事例、等を対象とした実態調査
を行い、場所や活動、運営管理の状況等を把
握し、場所づくりにおけるこれらの課題につ
いて考察した。 
(3)より具体的実証的に冒険遊び場の１事例
を対象とした実態把握、冒険遊び場で実施さ
れた小屋づくり WS 等の検証を行い、参加者
属性や意識、空間・行動等の特徴や場所に求
められている機能や特徴について把握した。
これらを通じて、対象事例が多様な世代が関
わるコミュニティの場としての性質を有し
ていること、またその地域コミュニティ施設
としての可能性について考察を行った。 
 
４．研究成果 
 本研究で行った事例調査の中から、主な調
査の内容、成果について、概要を以下に示す。 
(1)活動場所・活動主体のタイプの異なる冒
険遊び場の事例 
 冒険遊び場およびこれに類する活動や取
り組みについては、活動場所、活動主体、運
営方法、開催頻度、運営管理の状況など様々
であり、多種多様な活動がみられること、一
概にその特徴を論じることは困難であるこ
とが網羅的調査からもうかがえた。 
 ここでは、活動場所・活動主体のタイプの
異なる冒険遊び場の事例として、活動主体が
地域住民、活動場所が公有地である「U」プ
レーパーク、活動主体が地域住民、活動場所
が私有地である「M」プレーパーク、活動主
体（事業主体）が行政、活動場所が公有地で
ある「C」プレーパークの、関西で活動する 3
事例を調査対象とし、開催頻度、運営資金、 
活動のきっかけ、活動メンバー等についてヒ
アリング調査と観察調査を行い、運営管理の 
 
 表１.ヒアリング調査の結果（一部抜粋） 



状況等について把握した。（表１） 
 活動の実施や継続性に関わる事項として 
・いずれの事例も、運営資金に民間や行政の
助成金による部分が大きい。 
・いずれの事例も、運営においてボランティ
アスタッフによる部分が大きい。 
・活動主体が住民の事例では、ボランティア
として、子育て中の父母のほか、昔遊んでい
た子どもなどもみられる。 
・活動場所が公有地の場合特に、活動実施に、
行政や住民の理解や協力が得られる事が重
要である。 
などの特徴がみられた。 
 
(2) 小学校施設を活用した子どもの居場所
づくりの事例（宝塚市立小学校の事例） 
 子どもの居場所づくりに関わる活動事業
の一つに「放課後子ども教室」がある。「放
課後子ども教室」は冒険遊び場づくり活動と
は別の事業であるが、宝塚市の事例の場合、
同時に、冒険遊び場づくり活動の側面を持っ
ていることから調査対象とし、市へのヒアリ
ング、運営に関わる NPO 法人や児童館の担当
者へのヒアリング、各校区の実行委員会に対
するアンケートを実施した。 
 調査対象とした宝塚市では、24 校区のうち
22 校区で事業が実施されている。事業の運営
にあたっては各学校区において保護者や地
域住民から構成される実行委員会を組織し、
市が実行委員会に事業委託を行う事によっ
て事業を実施している。事業の実施形態の特
徴として、「放課後遊ぼう会型」「出前児童館
型」「地域主体型」の 3 つの形態を有してい
ることがあげられる。 
 「放課後遊ぼう会型」は、子どもの遊び場
づくりを目指すNPO法人放課後遊ぼう会より、
子どもの遊び全般をサポートするプレイリ
ーダーの派遣を受け、保護者や地域住民と協
力し実施している。22 校区の内 6校区が該当
する。 
 「出前児童館型」は、市内の 7ブロックご
とに設置されている地域の子供の居場所や
地域子育ての施設である児童館から遊びの
指導をする児童厚生員が各小学校に出向き、
保護者や地域住民と協力をして事業を行う。
22 校区の内 9校区が該当する。 
 「地域主体型」は、NPO 法人や児童館の協
力を受けずに保護者や地域住民が一体とな
って運営している形態である。22 校区の内 7
校区が該当する。 
①実行委員会のメンバー構成、開催頻度、参
加者数、等の実施実態について 
 実行委員会のメンバーは、地域住民、PTA
役員、一般保護者、その他（校区外の方等）
のケースがあり、各校区によって、構成割合、
人数等は異なっている。また校区によって、
開催頻度や参加者数等も異なる。3 つの実施
形態に分けてみると「放課後遊ぼう会型」で
は PTA 役員「出前児童館型」では地域住民の
割合が比較的多い傾向や、メンバーに一般保

護者が多い校区で開催頻度が高いケースが
みられるなど、実施形態による違いや、メン
バー構成と開催頻度、参加者数との関連がう
かがえた。 
②各校区の実行委員会に対するアンケート
調査から、活動にかかわる課題等について把



握した。主な結果について以下に示す。 
 「子どもを育む環境において大事なものは
何か？」（表２）については、3つの実施形態
に共通した回答が多くみられ、地域や大人の
見守りの必要性、自由に異年齢集団で遊ぶこ
との大切さがあげられている。「地域主体型」
に特にみられた回答として、お年寄りとの関
わりの大切さがあった。大人の必要性につい
ては、子どもを狙った犯罪の防止や抑制だけ
でなく、子供が大人とコミュニケーションを
とることが出来るように、また大人が子供を
認めることで子供の自尊心を育むことが出
来るという考えがうかがえる。 
 「事業継続において不安なものは何か？」
（表３）については 3つの実施形態に共通し
て「人材不足」、「予算」、「安全」があげられ
ている。「地域主体型」に特にみられた回答
として、小学校との連携・協力に関する不安
や、将来の事業の継続性、事業の認知度など
を不安とする回答があった。 
 「開催時に遊びの面で必要性を感じたもの
は？」（表４）については、見守る大人や遊
びを教える大人が必要とされている。物的な
面では遊ぶ道具がたくさんあって自由に使
えるという意見がみられる一方で道具がな
くても工夫して遊ぶことが必要だという意
見もある。また遊びにはある程度危険が伴う
ことや子どもの喧嘩もつきもので、始めから
拒絶しないで見守ること、それを保護者に理
解してもらうことが大事だという意見がみ
られた。 
 「運営面で必要性を感じたものは？」（表
５）については、3 つの実施形態に共通して
人材不足が問題となっていることがうかが
える。「地域主体型」では他の 2 つの形態と
違い、プレイリーダーや専門家など子供と共
に遊ぶことができる保護者や地域住民では
ない大人の存在を必要としている。また、怪
我などの何かしらの責任が発生した時に保
護者や地域住民では責任が重すぎるのでも
っと大きな後ろ盾が欲しいという意見もみ
られた。 
 
(3)冒険遊び場および施設に求められる機能
や特徴について（小屋づくりワークショップ
の事例） 
 名古屋市の都市公園にて週5日実施されて
いる常設の冒険遊び場を調査対象として、活
動実態等を把握した。また冒険遊び場で実施
された小屋づくりワークショップ等の内容
から、参加者の冒険遊び場および施設に対す
る意識や、冒険遊び場および施設に求められ
る機能や特徴について把握した。 
 ここでは、ワークショップの内容、参加者
の発言内容等からわかった当該冒険遊び場
に設置される小屋に関して求められている
機能や特徴について示す。 
・収納空間としての機能：遊びや様々なアク
ティビティを展開するのに必要な器具、遊具
その他物品の収納が可能な空間。 

・シェルター的空間としての機能：休憩、集
い、一時避難、授乳、着替え等が可能な空間。 
・事務的空間としての機能：場所の維持管理
に必要な事務作業、数名での簡易ミーティン
グも可能な空間。 
・情報空間としての機能：地域の情報、遊び
場で展開するアクティビティについての情
報発信、掲示板的役割が果たせること。 
・シンボル性：場所のシンボルとしての機能
を果たす。同時に安心感にも結びつくこと。 
・アクセシビリティ：始めて訪れた人、通り
かかった人、子どもから高齢者まで、この場
所を利用しやすくするものであること。 
・景観形成：この場所の地形や自然環境、そ
してそれらを活かした多様なアクティビテ
ィに配慮した配置や形状。 
 参加者の小屋に関して求める機能や特徴
は、以上のようにまとめられる。調査対象の
冒険遊び場において、場所および施設に求め
られる機能や特徴が読み取れるとともに、子
どもの遊びを中心としながらも、地域のコミ
ュニティ施設としての意識が共有されてい
ることがうかがえた。 
 
 上記では、主な調査の内容、成果について
示した。上記のほかにも、事例調査を通して、
遊び場の空間的特徴等いくつかの論点が見
いだされた。考察に関しては、部分的な事例
からの考察にとどまったが、有用な事例把握
がなされたと考える。今後の課題としてより
精緻な考察と調査・分析があげられる。 
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